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第６章 雨水貯留浸透施設の申請図書作成事例 

 

１．許可申請書類の入手 

 雨水浸透阻害行為の許可申請に必要な書類は下表のとおりである。また、「ダウンロード可」

となっている書類については、以下のアドレスにより様式をダウンロードすることができる。    

http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/24-2-9-11-0-0-0-0-0-0.html 

         

表 6-1 雨水浸透阻害行為の許可申請に必要な書類 

 

根拠法令 書類(図面)の名称 様式入手方法 備考 

省令 

第６条 

雨水浸透阻害行為許可申請書(別記様式第１) ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可 工事工程表を添付 

計画説明書 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可  

計画図 

○現況地形図 

○土地利用計画図 

○排水施設計画平面図 

○対策工事の位置図 

○対策工事の計画図 

・雨水貯留浸透施設の形状 

・雨水貯留浸透施設構造の詳細 

申請者にて作成 

 

 

 

 

省令 

第８条 

行為区域位置図 申請者にて作成  

行為区域区域図 申請者にて作成  

対策工事が技術基準に適合する書類 

 ○土地利用別面積集計表(様式Ａ) 
○雨水浸透阻害行為後の流出量(様式Ｂ) 
○雨水貯留浸透施設の規模(様式Ｃ) 
○調整池容量計算結果(様式Ｄ) 
○貯留浸透施設チェックシート(様式Ｅ) 

 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可 

ｼｽﾃﾑにて作成 

申請者にて作成 

ｼｽﾃﾑにて作成 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可 

 

 

雨水浸透阻害行為の許可を受けようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、次に掲

げる事項を記載した申請書を名古屋市長に提出しなければならない。 

(1) 雨水浸透阻害行為をする土地の区域（以下「行為区域」という。）の位置、区域及び規模 

(2) 雨水浸透阻害行為に関する工事の計画 

(3) 雨水貯留浸透施設の設置に関する工事その他の行為区域からの雨水浸透阻害行為による流出

雨水量の増加を抑制するため自ら施行しようとする工事（以下「対策工事」という。）の計画

(4) その他国土交通省令で定める事項 

前項の申請書には、国土交通省令で定める図書を添付しなければならない。 
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２．許可申請書の作成 

2.1 申請図面の作成 

（１）行為区域位置図 
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（２）行為区域区域図 
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（３）現況地形図 
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（４）現況求積図 
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（５）土地利用計画図 
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（６）対策工事位置図 
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（７）排水施設計画平面図 
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（８）求積図 
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（９）対策工事の計画図 
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2.2 申請書類の作成 (様式Ａ，様式Ａ’，様式Ｂ，様式Ｃ，様式Ｄ，様式Ｅ) 

（１）区域全体 

 

1) 様式Ａ 土地利用別面積集計表 

（様式Ａ）

土地利用別面積集計表 エラーチェック→

①現況土地
利用面積（m2)

 　③雨水浸透阻害行為
 　　 の該当面積(m2)
1･2号関連：②の中段+下段
3号関連   ：②の下段

流出係数
行為前

集水面積
（ｈａ）

行為後
集水面積

（ｈａ）

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

飛行場
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

植生法面
(流出係数=0.40)

0.900
飛行場
（法面を有しないものに限る。）

植生法面
(流出係数=0.40)

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

鉄道道路
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0.900

道路
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

植生法面
(流出係数=0.40)

道路
（法面を有しないものに限る。）

0.900

1.000

1.000水路

0.121400156.00
962.00

池沼 1.000

96.00
1118.00 0.900 0.009600

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅地 96.00

ため池

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

鉄道道路
（法面を有しないものに限る。）

OK

区分 土地利用の形態の細区分

②計画土地利用面積（m2)
上段：現況が１号及び2号関連
中段：現況が3号関連
下段：現況が1～3号関連以外

1214.00 1118.00 0.121400 0.121400

↑
上記面積が500m2以上
の場合、許可申請対象

0.294 0.900

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号
関
連

コンクリート等の不浸透性材料に
より舗装された土地
（法面を除く。）

合計 1214.00

合成流出係数

0.200 0.096200
林地、耕地、原野、その他ローラー
その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

962.00

0.400
人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.500 0.015600

0.300

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

156.00

0.800
運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

0.500
ゴルフ場
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

山地

0.950

コンクリート等の不浸透性材料に
より覆われた法面

1.000

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に

掲
げ
る
土
地
以
外
の
土
地

→自動計算 

※面積は、○．○○㎡ 小数点 2 桁まで入力 

建物 48.00×2=96.00 

の区域を図示し、求

積により算定。 

宅地区域以外は、

求積(CAD 又は三

斜等)より算定 

宅地区域以外も、

求積(CAD 又は三

斜等)より算出。 
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2) （様式Ａ’） 行為区域の概要（区域全体
・ ・

の行為前・行為後の流出
・ ・

係数
・ ・

別面積） 
 

検討ケース「共同住宅(全体)」         

のタグ調節計算(自然調節方式)の

計算実行の完了後、 

許可申請図書の表示をクリック 

        

注）計算実行の際に、エラーが出ても

1．行為区域の概要 

 は表示されます。  

 

  

 

エクセルファイルの画面下、 

シートの 1．行為区域の概要を 

表示 

 

 

        

注）用紙右上隅にどの区域かわ

かるように 

「様式Ａ’(全体)」と記載。 

 

※区域面積は、㎡単位で小数点

2桁、ｈａ単位では小数点 6桁

まで入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．行為区域の概要　 様式Ａ’

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること） （全　体）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町14-1､14-2

行為面積 0.121400 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90 0.0096 0.1214

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地
（法面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水
施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水
を排除するための排水施設を伴うもの
に限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械
を用いて締め固められた土地

0.50 0.0156

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその
他これに類する建設機械を用いて締め
固められていない土地

0.20 0.0962

0.1214 0.1214

0.294 0.900

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

面積計

合成流出係数

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関
　
連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

そ
　
　
の
　
　
他
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時
刻

行
為

前
流

入
量

行
為

後
流

入
量

降
雨

強
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.7
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0

1
4
:0

0
0
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0
1
1
6
0

0
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0
3
5
50

1
0
.9

00
0

流
入

量
－

時
間

関
係

グ
ラ

フ

0
.0

0
0
0
0
0

0
.0

0
5
0
0
0

0
.0

1
0
0
0
0

0
.0

1
5
0
0
0

0
.0

2
0
0
0
0

0
.0

2
5
0
0
0

0
.0

3
0
0
0
0

0
.0

3
5
0
0
0

0
.0

4
0
0
0
0
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0:30
1:00
1:30
2:00
2:30
3:00
3:30
4:00
4:30
5:00
5:30
6:00
6:30
7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30

10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30
20:00
20:30
21:00
21:30
22:00
22:30
23:00
23:30

時
　

　
間

流量(m
3
/s)

0 2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

降雨強度（mm/hr）

降
雨

強
度

行
為

前
流

入
量

行
為

後
流

入
量

行
為

前
流

入
量

0.
0
11

9
80

m
3/

s

行
為

後
流

入
量

0
.0

36
66

0
m

3/
s

様式Ｂ　(全体）

※
数
値
は
、

24
時
間
全
部
を
グ
ラ
フ
と
一
緒
に
（
Ａ
３
）
で
表
示
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ー
ク
時
（

12
:1

0）
の
前
後

の
表
記
で
も
可
能
で
す
。

 

※
ピ
ー
ク
時
は
赤

線
枠
囲

 

※
グ
ラ
フ
に
、

行
為
前
流
入
量
 
 
m
3
/
s
と
 

行
為
後
流
入
量
 
 
m3
/
s
を
記
入
 

3) 様式Ｂ 雨水浸透阻害行為前後の雨水流出量（区域全体） 

 

                          流出計算のタグの 

「流入量－時間関係結果表示」 

より、作成。 

                        

                           

注）用紙右上隅にどの区域かわかる 

ように「様式Ｂ(全体)」と記載。    
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１．行為区域の概要　 エリア①

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.039116 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90 0.039116

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地
（法面を除く） 0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水
施設を伴うものに限る） 0.50

運動場その他これに類する施設（雨水
を排除するための排水施設を伴うもの
に限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械
を用いて締め固められた土地 0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその
他これに類する建設機械を用いて締め
固められていない土地

0.20

0.29 0.039116

0.039116 0.039116

0.294 0.900

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

面積計

合成流出係数

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関
　
連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

そ
　
　
の
　
　
他

様式Ａ’

（２）エリア別（集水区域別に様式Ａ’～様式Ｅを作成） 
 

■エリア① 

1) （様式Ａ’） 行為区域の概要（エリア
・ ・ ・

別の行為前・行為後の流出
・ ・

係数
・ ・

別面積） 
 

検討ケース「共同住宅(エリア①)」 

                       のタグ調節計算(自然調節方式)

の許可申請図書の表示をクリ

ック。 

                        注）2段オリフィスやポンプの場合は、

それぞれのタグを選択し、           

許可申請図書の表示をクリック 

 

  

 

エクセルファイルの画面下、 

シートの 1．行為区域の概要を 

表示 

 

 

        

注）用紙右上隅にどの区域か 

わかるように「(エリア①)」 

と記載。 

 

 ※区域面積は、㎡単位で小

数点 2桁、ｈａ単位では小数

点 6 桁まで入力してくださ

い。 
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時
刻

行
為

前
流

入
量

行
為

後
流

入
量

降
雨

強
度

10
:0

0
0.

00
03

10
0.

00
09

60
10

.5
00

0

10
:1

0
0.

00
03

40
0.

00
10

30
11

.3
00

0

10
:2

0
0.

00
03

60
0.

00
11

00
12

.2
00

0

10
:3

0
0.

00
03

90
0.

00
11

90
13

.3
00

0

10
:4

0
0.

00
04

20
0.

00
13

00
14

.6
00

0

10
:5

0
0.

00
04

70
0.

00
14

30
16

.2
00

0

11
:0

0
0.

00
05

20
0.

00
15

80
18

.3
00

0

11
:1

0
0.

00
05
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0.

00
17

90
21

.1

11
:2

0
0.

00
06
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0.

00
20

60
24

.9

11
:3

0
0.

00
08

00
0.

00
24
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.5

11
:4

0
0.

00
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0.

00
29

80
39

.8
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0
0.

00
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0.

00
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90
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.3
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:0

0
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00
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0.

00
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00
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0.
8

12
:1

0
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00
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60
0.
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77

.1
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0.

00
24
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0.

00
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47
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00
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00
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00
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00
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00
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00
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00
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30
19
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00

0
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:1

0
0.

00
06
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0.

00
19

20
17

.2
00

0

13
:2

0
0.

00
05

50
0.

00
16

80
15

.4
00

0

13
:3

0
0.

00
04

90
0.

00
15

10
13

.9
00

0

13
:4

0
0.

00
04

40
0.

00
13

60
12

.7
00

0

13
:5

0
0.

00
04

10
0.

00
12

40
11

.7
00

0

14
:0

0
0.

00
03

70
0.

00
11

40
10

.9
00

0

流
入

量
－

時
間

関
係

グ
ラ

フ

0.
00

00
00

0.
00

20
00

0.
00

40
00

0.
00

60
00

0.
00

80
00

0.
01

00
00

0.
01

20
00

0.
01

40
00

0:00
0:30
1:00
1:30
2:00
2:30
3:00
3:30
4:00
4:30
5:00
5:30
6:00
6:30
7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30

10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30
20:00
20:30
21:00
21:30
22:00
22:30
23:00
23:30

時
　

　
間

流量(m
3
/s)

0 20 40 60 80 10
0

12
0

14
0

降雨強度（mm/hr）

降
雨

強
度

行
為

前
流

入
量

行
為

後
流

入
量

行
為

前
流

入
量

0.
00

38
60

m
3/

s

行
為

後
流

入
量

0.
01

18
10

m
3/

s

様式Ｂ　(エリア①）

※
数
値
は
、

24
時
間
全
部
を
グ
ラ
フ
と
一
緒
に
（
Ａ
３
）
で
表
示
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ー
ク
時
（

12
:1

0）
の
前
後

の
表
記
で
も
可
能
で
す
。

 

※
ピ
ー
ク
時
は

赤
線

枠
囲

 

※
グ
ラ
フ
に
、

行
為
前
流
入
量
 
 
m
3
/
s
と
 

行
為
後
流
入
量
 
 
m3
/
s
を
記
入
 

2) 様式Ｂ 雨水浸透阻害行為前後の雨水流出量（エリア①） 

 

                          流出計算のタグの 

「流入量－時間関係結果表示」 

より、作成。 

                        

                           

注）用紙右上隅にどの区域かわかる 

ように「様式Ｂ(エリア①)」と

記載。    

 

 

 



第６章 雨水貯留浸透施設の申請図書作成事例 

- 101 - 

注）用紙右上隅にどの区域か、

わかるように「様式Ｃ(エリア

①)」と記載。 

様式Ｃ

3) 様式Ｃ  雨水貯留浸透施設の規模（エリア①） 

 

（様式Ａ’） 行為区域の概要と同様に、調節計算(自然調節方式)の許可申請図書の表示をク

リック。 対策施設毎に、エクセルファイルの画面下、シートを選択し、印刷 

 

○浸透施設の場合、シート 3．流出抑制施設諸元(一定量）  を選択・印刷 

 

 ○貯留施設の場合、シート  3．流出抑制施設諸元(調整池諸元） を選択・印刷 

   

 

 

 

エリア①：浸透ます・浸透トレンチ → 「浸透施設」→ 

 3．流出抑制施設諸元(一定量）  を選択・印刷 
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※
数

値
は

、
24

時
間

全
部

を
グ

ラ
フ

と
一

緒
に

（
Ａ

３
）

で
表

示
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
ピ

ー
ク

時
（

12
:1

0）

の
前
後
の
表
記
で
も
可
能
で
す
。

 

※
ピ
ー
ク
時
は

赤
線

枠
囲

 

※
グ
ラ
フ
に
、

行
為
後
流
入
量
 
 
m
3
/
s
、
 

調
整
後
放
流
量
 
 
m3
/
s
、

許
容
放
流
量
 
m
3
/
s
 
を
記
入

 

注）用紙右上隅にどの区域か、

わかるように「様式Ｄ(エリア

①)」と記載。 

時
刻

行
為

後
流

入
量

浸
透

考
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量
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容
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量
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00
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00
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様式D　(エリア①）

行
為

後
流

入
量

0.
01

18
08

m
3/

s

4) 様式Ｄ 対策工事における雨水貯留浸透施設の調整池容量計算結果（エリア①） 

 

検討ケース「共同住宅(エリア①)」 

                       のタグ調節計算(自然調節方式)

の流入出量―時間関係結果表示

をクリック。 

                        注）2段オリフィスやポンプの場合は、

それぞれのタグを選択し、           

結果表示をクリック 
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5) 様式Ｅ 貯留・浸透施設チェックシート（エリア①） 
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（２）エリア別（集水区域別に様式Ａ’～様式Ｅを作成） 
 

■エリア② 

1)（様式Ａ’） 行為区域の概要（エリア
・ ・ ・

別の行為前・行為後の流出
・ ・

係数
・ ・

別面積） 

           

 

検討ケース「共同住宅(エリア②)」          

のタグ調節計算(自然調節方式)の

をクリック。 

 

 

 

 

 

  

○ 浸透のみの場合、計算実行をクリックしても「Ｈ－Ｖを入力してください。」と表示さ

れるため、左中央の「設定調整池諸元」の参照をクリック 

 

 

 

「水深－容量データ(サンプル

_0m3).xls 」 を 選 択 し 、 開 く          

をクリック。 

 

 

 

 

 

○ 計算実行を押します。「調節計算は完了いたしました。」の表示が現れ、総合評価も 

ＯＫであれば、流入出量-時間関係 結果表示も一度表示して下さい。（すぐに閉じてＯ

Ｋです。） 

 

○ そして、許可申請図書の表示をクリックします。 
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１．行為区域の概要　 エリア②

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.073176 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90 0.073176

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地
（法面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水
施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水
を排除するための排水施設を伴うもの
に限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械
を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその
他これに類する建設機械を用いて締め
固められていない土地

0.20

0.294 0.073176

0.073176 0.073176

0.294 0.900合成流出係数

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関
　
連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

そ
　
　
の
　
　
他

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

面積計

様式Ａ’

 

 

エクセルファイルの画面下、 

シートの 1．行為区域の概要を 

表示 

 

 

 

 

        

注）用紙右上隅にどの区域か

わかるように「(エリア②)」

と記載。 

 

 ※区域面積は、㎡単位で小

数点 2桁、ｈａ単位では小数

点 6 桁まで入力してくださ

い。 
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※
数
値
は
、

24
時
間
全
部
を
グ
ラ
フ
と
一
緒
に
（
Ａ
３
）
で
表
示
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ー
ク
時
（

12
:1
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の
前
後

の
表
記
で
も
可
能
で
す
。

 

※
ピ
ー
ク
時
は

赤
線

枠
囲

 

※
グ
ラ
フ
に
、

行
為
前
流
入
量
 
 
m
3
/
s
と
 

行
為
後
流
入
量
 
 
m3
/
s
を
記
入
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様式Ｂ　(エリア②）

2) 様式Ｂ 雨水浸透阻害行為前後の雨水流出量（エリア②） 

 

                          流出計算のタグの 

「流入量－時間関係結果表示」 

より、作成。 

 

注）用紙右上隅にどの区域かわかる 

ように「様式Ｂ(エリア②)」と

記載。    

 

 

 



第６章 雨水貯留浸透施設の申請図書作成事例 

- 107 - 

注）用紙右上隅にどの区域か、

わかるように「様式Ｃ(エリア

②)」と記載。 

様式Ｃ

3) 様式Ｃ  雨水貯留浸透施設の規模（エリア②） 

 

（様式Ａ’） 行為区域の概要と同様に、調節計算(自然調節方式)の許可申請図書の表示をク

リック。 対策施設毎に、エクセルファイルの画面下、シートを選択し、印刷 

 

○浸透施設の場合、シート 3．流出抑制施設諸元(一定量）  を選択・印刷 

 

 ○貯留施設の場合、シート  3．流出抑制施設諸元(調整池諸元） を選択・印刷 

   

 

 

 

エリア②：透水性舗装 → 「浸透施設」→ 

 3．流出抑制施設諸元(一定量）  を選択・印刷 
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※
数

値
は

、
24

時
間

全
部

を
グ

ラ
フ

と
一

緒
に

（
Ａ

３
）

で
表

示
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
ピ

ー
ク

時
（

12
:1

0）

の
前
後
の
表
記
で
も
可
能
で
す
。

 

※
ピ
ー
ク
時
は

赤
線

枠
囲

 

※
グ
ラ
フ
に
、

行
為
後
流
入
量
 
 
m
3
/
s
、
 

調
整
後
放
流
量
 
 
m3
/
s
、

許
容
放
流
量
 
m
3
/
s
 
を
記
入

 

4) 様式Ｄ 対策工事における雨水貯留浸透施設の調整池容量計算結果（エリア②） 

 

検討ケース「共同住宅(エリア②)」         

のタグ調節計算(自然調節方式)の

流入出量―時間関係結果表示をク

リック。 

 

 

 

 

 

                         

 

                     

    

 

 

 

 

 

様式 D（エリア②）
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5) 様式Ｅ 貯留・浸透施設チェックシート（エリア②） 

 

（エリア②）
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１．行為区域の概要　 エリア③

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること） （直接放流）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.009108 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90 0.009108

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地
（法面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水
施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水
を排除するための排水施設を伴うもの
に限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械
を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその
他これに類する建設機械を用いて締め
固められていない土地

0.20

0.294 0.009108

0.009108 0.009108

0.294 0.900合成流出係数

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関
　
連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

そ
　
　
の
　
　
他

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

面積計

様式Ａ’

（２）エリア別（集水区域別に様式Ａ’～様式Ｅを作成） 
 

■エリア③(直接放流) 

1) （様式Ａ’） 行為区域の概要（エリア
・ ・ ・

別の行為前・行為後の流出
・ ・

係数
・ ・

別面積） 
 

検討ケース「共同住宅(直接放流)」 

                       のタグ調節計算(自然調節方式)

計算実行の完了後、 

許可申請図書の表示をクリック 

                        注）計算実行の際に、エラーが出

ても 1．行為区域の概要 

                           は表示されます。  

 

 

  

 

エクセルファイルの画面下、 

シートの 1．行為区域の概要を 

表示 

 

 

        

注）用紙右上隅にどの区域か

わかるように「(エリア③)」

と記載。 

 

 ※区域面積は、㎡単位で小

数点 2桁、ｈａ単位では小数

点 6 桁まで入力してくださ

い。 
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様式Ｂ　(エリア③）直接放流

※
数
値
は
、

24
時
間
全
部
を
グ
ラ
フ
と
一
緒
に
（
Ａ
３
）
で
表
示
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ー
ク
時
（

12
:1

0）
の
前
後

の
表
記
で
も
可
能
で
す
。

 

※
ピ
ー
ク
時
は

赤
線

枠
囲

 

※
グ
ラ
フ
に
、

行
為
前
流
入
量
 
 
m
3
/
s
と
 

行
為
後
流
入
量
 
 
m3
/
s
を
記
入
 

2) 様式Ｂ 雨水浸透阻害行為前後の雨水流出量（エリア③） 

 

                          流出計算のタグの 

「流入量－時間関係結果表示」 

より、作成。 

                        

                           

注）用紙右上隅にどの区域かわかる 

ように「様式Ｂ(エリア③)直接

放流」と記載。    
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(3) 計算結果まとめ  (任意様式) 

 

 
 

許容放流量（Ｑ０ ）≧ Ｑ’①＋Ｑ’②＋Ｑ’③     であること。 

 

 

    0.01197m3/s  ≧ 0.00000m3/s ＋ 0.00000 m3/s ＋0.00275m3/s 

 

≧ 0.00275m3/s    ＯＫ 
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2.3 申請書 

（１）雨水浸透阻害行為許可申請書  

 

 

 

※申請者以外が申請する場合には別途委任状（様式自由）を添付のこと 

 

行為区域と阻害行為

区域が異なる場合、

行為区域面積も記

入。 
※小数点２桁まで 

筆が多い場合は、 
「○番地他△筆 (別
紙)」と記入し、次の

ページに別紙を添付 

駐車場（As 舗装・Co
舗装・未舗装） 
資材置場（As 舗装・

Co 舗装・未舗装） 
共同住宅 
工場・倉庫 
事務所 
店舗 
宅地分譲（建て売り、

売り建て、土地分譲）

専用住宅 
※いずれか記入 

貯留施設(表面貯留) 
貯留施設（調整池） 
貯留浸透施設 (浸透

池) 
地下貯留施設 
地下貯留浸透施設 
浸透ます 
浸透トレンチ 
浸透側溝 
透水性舗装（Ａｓ） 
透水性舗装（砕石） 
透水性舗装（ﾌﾞﾛｯｸ）

※該当するもの記入 

※ 欄外 審査結果（訂正等）の連絡先 記入してください。 
担当者名、電話番号、ＦＡＸ 

農地転用第○条許可申請中 

農地転用届出予定 

都市計画法第 29 条(43 条)許可申請中 

砂防指定地内行為許可申請中 

承認工事協議中出予定 

※該当するもの記入 

名古屋市長 
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（２）対策工事の計画説明書 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

浸透ます ：４箇所 

浸透トレンチ ：60.0m 

透水性舗装（As）550 ㎡ 

 

対策後 0.00000m3/s

0.00000m3/ｓ 

第 1 号様式 

小数点 2 桁まで 

小数点３桁まで 

小数点５桁まで 

行為前から行為後の計

画を明記。 
集水区域のエリア分け

を明記。 

前頁と同様 

書ききれない場合

は、「別紙のとおり」

でも可能 
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３．申請書類の確認 

 

 

 

3.1 許可申請に必要な書類の有無の確認 

許可申請に必要な書類の有無を以下のチェックリストによって確認し、申請書に添付

する。 

表 6-2 申請書類の有無を確認するチェックリ

スト申請必要書類 有無の確認 備 考 

雨水浸透阻害行為許可申請書（別記様式第 1）   

 委任状（許可の申請を代理者に委任する場合）   

計画説明書   

行為区域位置図   

行為区域区域図   

公図の写し   

現況地形図   

求積図(現況)  地形図と兼用可能 

土地利用計画図   

求積図(計画)  計画図と兼用可能 

対策工事の位置図   

排水施設計画平面図  対策工事の位置図と兼用可能 

対策工事の計画図   

様式Ａ 土地利用別面積集計表  区域全体 

様式Ａ’行為区域の概要 
（土地利用別流出係数）  

「区域全体」と「集水区域(エ
リア)別」に作成 

様式Ｂ 雨水浸透阻害行為後の流出量  

様式Ｃ 雨水貯留浸透施設の規模  

集水区域(エリア)別に作成 様式Ｄ 調整池容量計算結果  

様式Ｅ 貯留浸透施設チェックシート  

放流量結果まとめ（必要に応じて）  区域全体 

雨水浸透阻害行為の許可申請に必要な書類の有無や内容について確認する。 
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3.2 許可申請に必要な書類の内容確認 
許可申請に必要な書類の内容を以下のチェックリストによって確認する。 

 
表 6-3 雨水浸透阻害行為許可申請書添付一覧表 

 
 

表 6-11 申請書類の内容を確認するチェックリスト（その２） 
 
 

 
表 6-12 申請書類の内容を確認するチェックリスト（その３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.8 許可申請に必要な書類の留意事項 

市 
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3.3 許可申請に必要な書類の留意事項 

許可申請に必要な書類の審査において、以下に示した事項については、特に留意する

こととする。 

  

（１）雨水排水区域図により排水先の確認 
下水道の雨水排水計画図により事業エリアの排水先となる地点の幹線名等を確認す

る。 
（２）開発面積と集水面積及び雨水浸透阻害行為面積の確認 

下水道の雨水排水計画図等により開発面積、集水面積、雨水浸透阻害行為面積の関

係が行為区域図に明示されているか確認する。 
 

 
 

（３）合成流出係数の算出方法の確認 
合成流出係数算定面積と集水面積が整合しているかを確認する。 

（４）雨水浸透施設が浸透施設の設置禁止区域内に設置していないか確認 

各種規制範囲や本指針を活用し、雨水浸透施設が設置禁止区域内に設置されていな

いかを確認する。 

（５）雨水貯留浸透施設の構造形式の確認 
雨水貯留浸透施設の構造形式を確認する。なお，構造形式は、「流域貯留施設等設置

指針（案）」及び「防災調節池等技術基準（案）」等を参考とする。 
（６）標識設置予定位置の確認 

雨水貯留浸透施設の標識の設置位置については、以下の事項に留意し、申請者と協

議し設定する。 
① 雨水貯留浸透施設等が複数設置される場合は、代表１ヶ所に標識を設置する。 

② 設置場所は、施設周辺の居住者や事業経営者の見やすい場所に設ける。 
③ 対策工事が調整池の場合は、調整池の近傍が望ましい。 

④ 対策工事に浸透施設等が複数設置される地区では、地域案内看板や防災看板

等で検討する。 

集水エリア 

雨水浸透阻害行為エリア 

事業エリア 

図 6-1 各エリアの確認 
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（７）排水先の妥当性の確認 

雨水貯留浸透施設の放流口の敷高が排水先水位の影響をそれぞれ受けないか、また

流入口の敷高が呑口の地盤高から背水影響が発生しないか確認する。（図 6-2～4参照） 

 

① 例示１（雨水貯留施設の放流口が背水の影響を受けるかどうか確認） 

調整池の放流口の高さと排水先の水位（ＨＷＬ）を比較し，互いに影響を受けない

ことを確認する 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 例示２（雨水貯留施設の流入口が背水の影響を受けるかどうか確認） 

調整池の流入口の高さと調整池水位を比較し，流入管が背水の影響を受けないこと

を確認する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 例示３（ポンプ排水となる場合） 

排水先の水位関係より自然排水かポンプ排水か判定する。 

 
 

排水先水路 

図 6-2 放流口の位置 

図 6-3 流入口の位置 

図 6-4 ポンプ排水 
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４．許可又は不許可の通知 

 
 
 
 
 
 
4.1 許可又は不許可の通知 

許可申請が適正であると判断された場合は、下図であらわした許可書又は協議書

により、申請者へ通知することとする。 

 
  

法第 15 条に基づき名古屋市長は、法第９条の許可の申請があったときは、遅滞なく許可

又は不許可の処分をしなければならない。 

許可又は不許可の処分は、文章をもって申請者に通知しなければならない。 

図 6-5 許可書 要綱様式第２（第８条関係） 図 6-6 協議書 要綱様式第３（第８条関係） 

名古屋市長 

名古屋市長 



第６章 雨水貯留浸透施設の申請図書作成事例 

- 120 - 

５．申請内容の変更 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 申請内容の変更 

許可を受けた者について、行為区域の位置、区域、規模を変更する場合は、図 6-7

であらわした変更許可申請(協議)書により、名古屋市長へ許可申請(協議)しなけれ

ばならない。 

また、工事の着手予定日又は完了予定の変更のみの場合は、図 6-8 であらわした変更

届出書により名古屋市長へ届け出なければならない。 

 
 
第 2 号様式（第  4 条関係） 

雨水浸透阻害行為変更許可申請（協議）書 

                              年  月  日 
 
 （あて先）名古屋市長 
 
          申請者（協議者）住  所 
 
                  氏  名              ○印   
                  （法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 
 
                  電話番号 
 
               第16条第  1 項 
 特定都市河川浸水被害対策法                    の規定に
               第16条第  4 項において準用する同法第14条   
                            許可を申請  
より、雨水浸透阻害行為の許可を受けた事項の変更について      します。                             協議  

 1  雨水浸透阻害行為の区域に含ま
  れる地域の名称  

 2  雨水浸透阻害行為区域の面積                ㎡ 
 3  雨水浸透阻害行為に関する工事
  の計画の概要  

 4  対 策 工 事 の 計 画 の 概 要  
 5  雨水浸透阻害行為に関する工事
  の着手予定年月日          年  月  日 
 6  雨水浸透阻害行為に関する工事
  の完了予定年月日          年  月  日 

 7  対策工事の着手予定年月日          年  月  日 

 8  対策工事の完了予定年月日          年  月  日 

雨
水
浸
透
阻
害
行
為
等
の
概
要
の
変
更
に
係
る
事
項  9  そ の 他 必 要 な 事 項  

変 更 の 理 由  

雨水浸透阻害行為の許可の許可番号     年  月  日   第   号 

※受 付 番 号     年  月  日   第   号 

※変 更 の 許 可 に 付 し た 条 件  

※変 更 の 許 可 の 許 可 番 号     年  月  日   第   号 
   

  注 1  許可申請者の氏名（法人の場合は、その代表者氏名）の記入を自署で行う場合は、 
    押印を省略することができます。 
    2  ※印のある欄は、記載しないでください。 
    3  「雨水浸透阻害行為等の概要の変更に係る事項」欄は、変更をしようとする事項 
    について変更後のものを記載してください。 
    4  「その他必要な事項」欄は、雨水浸透阻害行為の許可を受けた事項の変更を行う 
    ことについて、都市計画法、農地法その他の法令による許可、認可等を要する場合 
    には、その手続の状況を記載してください。 
  備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とする。 

法第 16 条に基づき法第 9 条の許可を受けた者は、雨水浸透阻害行為をする土地の区域

(以下「行為区域」という)の位置、区域及び規模を変更しようとする場合においては、名

古屋市長の許可受けなければならない。 

ただし、着手予定日及び完了予定日の変更の場合は、軽微な変更とみなし届け出となる。

図 6-7 雨水浸透阻害行為変更許可申請(協議)書 
第２号様式（第４条関係） 

図 6-8 雨水浸透阻害行為変更届出書 
    第３号様式（第４条関係） 

第 3 号様式（第 4 条関係） 

雨水浸透阻害行為変更届出書 

                              年  月  日 
 
 （あて先）名古屋市長 
 
              届出者 住  所 
 
                  氏  名              ○印   
                  （法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 
 
                  電話番号 
 
 
 雨水浸透阻害行為の許可を受けた事項を変更しましたので、特定都市河川浸水被害

対策法第16条第 3 項の規定により、次のとおり届け出ます。 
 

 雨水浸透阻害行為の許可の許可番号     年  月  日  第   号

 雨水浸透阻害行為の区域に含まれる 
 地域の名称 

 

変更後     年  月  日 雨水浸透阻害行為に関する

工事の着手予定年月日 変更前     年  月  日 

変更後     年  月  日 雨水浸透阻害行為に関する

工事の完了予定年月日 変更前     年  月  日 

変更後     年  月  日 
対策工事の着手予定年月日

変更前     年  月  日 

変更後     年  月  日 

変
更
に
係
る
事
項

対策工事の完了予定年月日
変更前     年  月  日 

 変 更 の 理 由  

 そ の 他 必 要 な 事 項  

 
  

  注 届出者の氏名（法人の場合は、その代表者氏名）の記入を自署で行う場合には、 
   押印を省略することができます。 
  備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ 4 とする。 
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６．工事完了の検査等 
 
 
 
 
 
6.1 対策工事の完了（廃止）時の届出 

許可を受けた者について、対策工事が完了した場合は、図 6-9 であらわした工事完

了届出書により、名古屋市長へ届け出なければならない。 

また、対策工事を廃止した場合は、図 6-10 であらわした工事廃止届出書により名古

屋市長へ届け出なければならない。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 法第９条の許可を受けた者は、当該許可に係わる雨水浸透阻害行為に関する工事を完

了し、又は工事を廃止したときは国土交通省令で定めるところにより、その旨を名古屋

市長に届け出なければならない。 

平成○○年 ○○月 △△日 
名古屋市長 ○○○○ 殿 〒○○○－○○○○ 

愛知県○○市○○町 1-1-1 
○○○○株式会社 
代表取締役社長 ○○○○ 印

図 6-9 工事完了届出書 
様式第二（第十六条関係） 

図 6-10 工事廃止届出書 
       様式第三（第十六条関係） 
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７．対策工事の検査 

 

 

 

 

 
（法９条の許可を受けた者は、対策工事等の出来形図や写真（不可視部の出来形や施工状況

が分かるもの）を作成し、現地にて検査を受けるものとする。検査は、設計値として使用し

た現地条件（流出係数毎の土地利用面積、直接放流域の面積等）や対策施設の条件（オリフ

ィス口径、対策施設の規格等）が対策量に影響を与えることを鑑み、表 6-4 の観点から実施

する。（図 6-17、図 6-18、表 6-5 参照） 
 なお、検査の結果、検査員が必要と認める場合は、出来形に基づく再計算資料を提出する

こと。   
 

 

対策施設 
のタイプ 検査内容 検査方法 

全体事項 

・設計で規定した流域外からの流入

の有無 
・面積、物理的な区域分離状況 
・設計上の流出係数と土地利用状況、

集水エリアの整合性 

・分水嶺及び現地状況と設計条件との整合

について、現場にて確認を行う。 
 

貯留施設 

・貯留施設の面積 
・貯留施設の高さ（地盤高） 
・オリフィスの位置と寸法 
・流入管、放流管の位置、寸法 

・出来形図により確認を行う。 
・貯留施設の深さ及び流入管、放流管の位

置はレベル等で測定する。 
・地下貯留槽の本体構造や空隙率について

は、写真や製品の出荷証明書により確認

を行う。 
・浸透を考慮する地下貯留施設の砕石層の

出来形及びフィルター砂、遮水（透水）

シートなどの地中施設については、出来

形写真により確認を行う。 

浸透施設 

・浸透施設の面積又は数量 
・浸透施設の構造、使用材料の品質

・施工管理状況 

・出来形図により確認を行う。 
・浸透マス、浸透トレンチ、地下貯留浸透

施設等の砕石層の厚さやフィルター砂、

遮水（透水）シート及び透水性舗装、砕

石舗装の舗装材などの地中施設につい

ては、出来形写真により確認を行う。 
 

ポンプ施設 

・稼働仕様の動作確認 
・吐き出し量の設定（制御する場合）

・オリフィスの位置と寸法 
・計算書の揚程に見込んだ損失水頭

（摩擦、曲管、各種弁などの項目）

 

・ポンプ性能については、試験報告書等に

よる確認を行う。 
・ポンプの型番の確認（写真） 
・オリフィス経由方式の場合は出来高図に

より確認を行う。 
・配管長、曲管部（箇所数分）、各種弁等

（写真） 

名古屋市長は、雨水浸透阻害行為に対する対策工事が完了した旨の届出があったときは、

遅滞なく、当該工事が法第 11 条の政令で定める技術的基準に適合しているかどうかについ

て検査しなければならない。 

表 6-4 対策施設の検査内容 
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（１）完了検査に必要な書類について 

完了検査を受けるに当たっては、以下の書類を整え、市役所の窓口に提出してください。 
① 工事完了届出書 
⇒ 様式はホームページからダウンロードできます 
② 出来形測定図（流出係数別、集水エリア別、対策施設） 
⇒ 完了時に施工者において対策施設等の出来形測定を行い、許可申請図面の設計値の

上段にその実測値を朱書きして作成する。 
  また、測定者の記名・押印をしてください。 
③ 地下埋設部の施工段階毎の状況写真 
⇒ 浸透施設において、地下に埋設される構造も多いため、施行段階毎の状況が分かる

ように工事用黒板を添えるなど工夫して撮影したものとする。 
④ 重要事項説明書等の写し（宅地分譲の場合） 
⇒ 宅地分譲の場合、分譲後の各購入者に特定都市河川浸水被害対策法の適用を受けた

土地であることを知ってもらう必要があることから、その旨が記載された添付補足資

料である「重要事項説明書」の写しを提出してください。 
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 図 6-11 出来形図の例 
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図 6-12 出来形図の例 
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 図 6-13 出来形図の例 
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 図 6-14 出来形図の例 
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図 6-15 出来形図の例 
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図 6-16 地下埋設部の出来形写真の例 

（フィルター砂；5cm） 

フィルター層 砂 50mm

クラッシャーラン 

透水性舗装 50mm

200mm

計測位置 
50mm

（浸透トレンチ及び 

砕石 S-40） 

100mm 

700mm

φ200mm 

計測位置 

計測位置 

100mm 

730mm

（地下貯留浸透施設及び 

砕石 S-40） 

計測位置 

3900mm 

2460mm

計測位置 

2400mm

4000mm 

200mm 

200mm 
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なお、検査シートの様式については、以下のアドレスにより様式をダウンロードする

ことができる。 

h t t p : / / w w w . c i t y . n a g o y a . j p / k u r a s h i / t o d o k e d e / s h i n s e i /
               

特定都市河川浸水被害対策法　完了検査チェックシート 検査日：平成　○○年　○○月　○○日

検査員：○○○○

許可番号　○○○○ 市町名： ○○市

項目 チェック内容
確認
方法

指摘事項

＜提出書類＞
完了届け（着手届け） 記載内容
変更許可 計画変更の有無⇒変更許可
変更届 着手・完了予定日の変更の有無
出来形測定図 設計値上段に朱書き、測定者氏名、捺印
写真 地下埋設部の施工状況、各部寸法、レベル
品質証明資料・契約書・納品書等 透水性As、路盤材、単粒度砕石、カタログ確認品
出来形に基づく再計算書 明らかにOKとなる場合は不要

＜全般＞
土地利用計画 図面と現地の整合⇒流出係数ごとの面積
集水エリア 面積、物理的な区域分離状況（分水嶺等）
行為区域周辺 区域外（道路、隣地）からの流入の有無

＜貯留施設＞
共通 オリフィス管底高＞＝放流先の８割水深高

表面調整池 貯留面積（資材置場は区画線設置）　⇒　容量
池底面の高さ＝地盤高　⇒　容量
池底面の平坦性（斜面中間点がはらんでいない？）
周囲堤（CB、分水嶺等）のレベル　⇒　容量
ｵﾘﾌｨｽの径・大きさ　⇒　放流量
ｵﾘﾌｨｽの位置(ﾚﾍﾞﾙ)　⇒　水深との関係=放流量
構造（溜めれるか？）

地下貯留槽
（空隙製品、RC） 本体構造寸法（面積、高さ）　⇒　容量 写真

共通 空隙製品の空隙率
写真・
出荷証明

浸透ありの場合 砕石層（底面・側面）の幅・奥行き・高さ 写真
砕石の種類（単粒度、RC-40） 写真
透水シートの施工の有無 写真
フィルター砂の施工の有無 写真

貯め切りの場合 地下貯留施設と直結している集水桝に
接続している各暗渠の管底高さの関係
①当該桝へ流入してくる管底
＞＝　②当該桝から側溝へ放流する管底
＞　③当該桝から地下貯留施設へ流入する管底

オリフィスの場合 ｵﾘﾌｨｽの径・大きさ
ｵﾘﾌｨｽの位置(ﾚﾍﾞﾙ)　⇒水深との関係=放流量
放流先の位置・8割水深高

２段オリフィスの場合 下段ｵﾘﾌｨｽ管底高　＞＝　放流先の8割水深高
下段ｵﾘﾌｨｽ管底高　と　ｵﾘﾌｨｽ桝天端高の相対差
⇒　池容量
下段ｵﾘﾌｨｽ管底高　と　上段ｵﾘﾌｨｽ敷高の相対差
⇒　放流量のバランスが変わる

ポンプ排水の場合 ポンプの型番 写真
共通 稼動の設定条件（稼動仕様）の動作確認

　（ON・OFFのフロートの高さ、交互運転、同時運転、
タイマー、警報音など）

現地確認又は専
門業者による試
験結果報告書

損失水頭計算の諸条件と現地との整合
（実揚程、配管径、配管長さ、ｴﾙﾎﾞの個数、各種弁（仕
切弁、逆止弁等）の個数）
放流先の位置・8割水深高

ｵﾘﾌｨｽ経由方式 ｵﾘﾌｨｽの径・大きさ
ｵﾘﾌｨｽの位置(ﾚﾍﾞﾙ)
放流先の位置・8割水深高

＜浸透施設＞
透水性舗装 有効面積
砕石舗装 厚み（As、路盤、フィルター砂） 写真
浸透池 品質（試験証明書、契約書、納品書、出荷証明書） 書類

浸透桝 数量（個数、延長）
浸透トレンチ 桝の孔あき（底面、側面）
浸透側溝 桝本体の径・高さ
地下貯留浸透施設 砕石層の幅・奥行き・高さ 写真

砕石の種類 写真・書類
透水シートの施工の有無 写真
フィルター砂の施工の有無 写真

＜その他＞
標識 設置位置、管理者、連絡先、タイプ

表 6-5 特定都市河川浸水被害対策法 完了検査チェックシート 
【参 考】 
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図 6-17 貯留施設台帳・検査シート 図 6-18 浸透施設台帳・検査シート 

浸透ます

浸透トレンチ 使用種類

浸透側溝 使用種類

透水性舗装 使用種類

その他の施設1 使用種類

その他の施設2 使用種類

施設種類 浸透検査方法 使用数 ﾁｪｯｸ欄

浸透ます

浸透トレンチ

浸透側溝

透水性舗装

その他の施設1

その他の施設2

※１ 浸透施設に付属的に設置されている集水桝、側溝等を指す

※２ 愛知県建設部の標準仕様書内に掲載されている土木工事施工管理基準及び規格値を準用

管理番号：　　　-　　　号

所在地

使用全面積　(m2)種類  

行為前流出係数

検査年月日：平成　　年　　月　　日 浸透施設検査シート

行為後流出係数

集水面積 ｈａ　　 申請者(受検者)の
住 所及び氏 名
連 絡 先雨水浸透阻害面積 ｈａ　　

開発面積 ｈａ　　

直接放流区域の有無 無　・　有（A=　　　ｈａ、Q=　　　m3/s） 施設管理者の
住 所及び氏 名
連 絡 先許容放流量 m3/s　　

浸　透　施　設　諸　元

使用種類 種類  使用全個数　(個)

種類  使用全延長　(ｍ)

種類  使用全延長　(ｍ)

種類  使用全面積　(m2)

種類  使用全個数　(個)

附属排水施設※１の有無 無　・有 施設名と設置目的 施設名（　　　　　　　　　　　　　　）　・　設置目的(　　　　　　　　　　　　　　　　)

多目的利用の有無 無　・有 利用目的と責任者 利用目的（　　　　　　　　　　　　　　　）　・　責任者（　 　　　　　　　　　　　　　）

検査員の
所属・職氏名

所属名 職名 氏名

検査項目 設計値 実測値 規格値(B-A) 全浸透能力

直径(φ)または幅(W×W) ※２

直径(φ)または幅(W×W) ※２

直径(φ)または幅(W×W) ※２

直径(φ)または幅(W×W) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

幅(W) × 高さ(h) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

設置面積(A) × 厚さ(t) ※２

使用製品名称

使用製品名称

使用製品名称

使用製品名称

排水系統の
確認項目

排水施設計画平面図どおりの排水系統が現地で確認できる --------- 申請図面と現地での目視

流入口が設計どおりに施工されている --------- 貯留ｼｰﾄの放流孔と同じ規格値

施工管理写真
の確認項目

検査時に提出された写真の枚数 枚　　 過不足の確認

提出された写真で不可視部分が確認できる --------- 過不足の確認

その他の
確認項目

標識設置予定地が確保されている --------- 目視による確認

附属排水施設※１が設計どおりに施工されている --------- 土木工事施工管理基準※２

単位 ﾁｪｯｸ欄

m

m
m

m
m
m

m
m
m

設置位置(池底から m
直径（φ）、高さ（ｈ） m

m

設置位置(池底から m
m3/s
m3/s

m3/s

※１ 貯留施設に付属的に設置されている集水桝、側溝等を指す

※２ 愛知県建設部の標準仕様書内に掲載されている土木工事施工管理基準及び規格値を準用

φ･h･W < 60cm ＝ +5mm
φ･h･W ≦ 60cm＝+30mm

φ･h･W < 60cm ＝ +5mm
φ･h･W ≦ 60cm＝+30mm

氏名

１段ｵﾘﾌｨｽｏｒ
２段ｵﾘﾌｨｽ
の下段部

２段ｵﾘﾌｨｽ
の上段部

縦延長(L3)

検査員の
所属・職氏名

所属名 職名

その他の
確認項目

放流孔の
計測項目

検　　査　　項　　目

縦延長(L1)

幅（W）

施工管理写
真
の確認項目

ポンプ放流
の
計測項目

排水系統の
確認項目

３台目(Q)

検査時に提出された写真の枚数

排水施設計画平面図どおりの排水系統が現地で確認できる

単断面（直壁　・　１／　　）、複断面（上段１／　　・下段１／　　小段Ｗ＝　　　m　）、その他（　　　　　　　　　　　　）
ダム式　・　堀込式　・　地下式　・　その他（　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

無　・有 利用目的と容量 利用目的（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　容量V=　　　　m3

施設名と浸透量
無　・有 利用目的と責任者

検査年月日：平成　　年　　月　　日 貯留施設検査シート 管理番号：　　　-　　　号

無　・有

無　・　有（A=　　　ｈａ、Q=　　　m3/s）

m3/s　　

ｈａ　　

貯留施設のタイプ

自然放流の場合（　1段ｵﾘﾌｨｽ　・　2段ｵﾘﾌｨｽ　)　・　ポンプ放流の場合（N=　　　　　台）
m3　　

行為前流出係数

施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　浸透量Q=　　　m3/s
利用目的（　　　　　　　　　　　　　　　）　・　責任者（　 　　　　　　　　　　　　

実測値(B) 検査方法及び規格値(B-A)設計値(A)

雨水利用の有無

浸透機能の有無
多目的利用の有無

放流方式

貯留施設の壁面形状

所在地

開発面積
集水面積

ｈａ　　
ｈａ　　

行為後流出係数
申請者(受検者)
の
住 所及び氏 名

雨水浸透阻害面積

直接放流区域の有無

許容放流量

m　　貯留容量

貯　留　施　設　諸　元

余裕高 m　　貯留水深

施設管理者の
住 所及び氏 名
連 絡 先

横延長(L2)
高さ 　(H1)

貯留施設の
計測項目

単断面or
複断面の
下段部

複断面の
上段部

横延長(L4)

幅（W）

１台目(Q)
２台目(Q)

高さ(H2)

小段幅(W)
直径（φ）、高さ（ｈ）

--------------

過不足の確認

操作規則が定められており、適正に運用できると判断できる

ポンプ能力

---------

枚　　

水位標は適正に設置されている
昇降設備は適正に設置されている

設置されているポンプが正常に稼動する

流入口が設計どおりに施工されている

付属施設が
ある場合

提出された写真で不可視部分が確認できる

照明設備は適正に動作する
換気設備は適正に動作する

附属排水施設※１が設計どおりに施工されている

浸透機能の能力が確認できる

標識設置予定地が確保されている

---------

---------

---------

---------

-200mm
-200mm
±50mm

-200mm
-200mm
±50mm

-100mm

±30mm

---------

過不足の確認

動作確認

放流孔と同じ規格値

---------
---------

---------
---------

---------

±30mm
設計値　＞　実測値
設計値　＞　実測値

設計値　＞　実測値

申請図面と現地での目視

目視による確認

設計値　＞　実測値

目視による確認
動作確認

動作確認
動作確認

土木工事施工管理基準※２
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（２）立入検査の留意点 

立入検査の際は、他人の占有する土地に立ち入るものであることにかんがみ、当該

立入検査を行う者が立ち入る権原を有する者であることを明らかにするために、身分

証明書の携帯と請求を受けた場合の提示を行うこととする。 

また、立入の権限は、雨水貯留浸透施設の検査のためにしか与えられていないので、

行動には十分に気をつけるようにする。 
 
（３）検査済証の交付 

 
 
 
 

 名古屋市長は、雨水浸透阻害行為に関する工事が検査の結果、特定都市河川浸水被害

対策法第９条の規定による雨水浸透阻害行為の許可の内容に適合していると認めた場合

は、検査済証の交付を行う。 

図 6-19 検査済証 第５号様式(第９条関係) 
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８．標識の設置 
 
 
 

当該雨水貯留浸透施設が特定都市河川流域の特定都市河川、特定都市下水道又は

地先の水路等の浸水被害防止に寄与していることを流域内住民等に対して周知さ

せるため、その旨を記載し、機能と構造を図で示す等、簡易で安価な分かりやすい

ものが望ましい。 

 

（１）標識の設置位置について 

名古屋市長は、検査済証を交付した対策工事において、申請書類に明記されて

いる標識設置予定箇所に設置することとする。なお、現地再精査の結果、申請書

類に明記された箇所よりも適当と判断された場合に限って、設置位置を変更する

ことができる。 

 

（２）標識の記載内容について 

設置する標識の記載内容については、以下の項目を明示することとする。 

① 雨水貯留浸透施設（以下この条において単に「施設」という。）の名称 

② 雨水浸透阻害行為に関する工事の審査済証番号 

③ 施設の容量（容量のない施設にあっては規模）及び構造の概要 

④ 雨水貯留浸透施設が有する機能を阻害するおそれのある行為をしようとする

者は名古屋市長の許可を要する旨 

⑤ 施設の管理者及びその連絡先 

⑥ 標識の設置者及びその連絡先 

 

（３）標識設置の簡略化について 

設置する標識は、大きさは

６００mm×４００mm(図

6-20 参照)、４５０mm×３０

０mm があり、設置方法はコ

ンクリート基礎式、プレー

ト式、アンカー式がある。

現地状況により、それぞれ

採用することができる。 

また、標識のイラストの規

格については、図 6-21 及び

図 6-22 のとおりとする。 

 

 

 名古屋市長は、対策工事の計画についての技術的基準に適合すると認めた場合は、雨

水貯留浸透施設が存する旨を表示するため標識を設置し、その機能監視を行う。 

図 6-20 標識の例示（４００mm×６００mm） 

名古屋市 

名古屋市長 
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（４）雨水貯留浸透施設の存置・機能監視 

名古屋市は、パトロールを実施することにより、雨水貯留浸透施設の存置・機能

監視及び無許可工事の早期発見に努めることとする。 

また、安全対策の指導として、行為後の対応については、災害の防止のため必

要があると認められるときは、排水施設の設置、解像その他必要な措置をとるこ

とを勧告し、又は、必要があると認める場合には、排水施設の措置、改造その他

災害発生を未然に防止するために必要な工事を行うことを命ずるものとする。 

図 6-21 標識のイラストの規格（４００mm×６００mm） 

図 6-25 標識の例示（４００mm×６００mm） 

図 6-22 標識のイラストの規格（４５０mm×３００mm） 
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９．雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為の手続き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9.1 雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為の許可 

 
9.1.1 雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為と通常の管理行為その他の行為 

法第９条により設置した雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為を行

う場合は、雨水貯留浸透施設機能阻害行為許可申請書（図 6-23 参照）を名古屋市長に

提出し許可を受ける必要がある。 
 
（１）雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為（政令で定める行為） 

① 雨水貯留浸透施設の敷地である土地（雨水貯留浸透施設が建築物等に設置され

ている場合にあっては、当該建築物等のうち当該施設に係る部分）において物

件を移動の容易でない程度に堆積し、又は設置する行為 

② 雨水貯留浸透施設を損傷する行為 

③ 雨水貯留浸透施設の雨水の流入口又は流出口の形状を変更する行為 

 

（２）通常の管理行為その他の行為で政令で定めるもの 
① 雨水貯留浸透施設の維持管理のために行う行為 

② 仮設の建築物等の建築その他の雨水貯留浸透施設又はその敷地である土地を

一時的な利用に供する目的で行う行為（当該利用に供された後に当該雨水貯留

浸透施設の機能が当該行為前の状態に戻されることが確実な場合に限る。） 

 法第 11 条の国土交通省令で定める技術基準に適合すると認められた雨水貯留浸透施設

について、次に掲げる行為を行う者は名古屋市長の許可が必要である．但し，通常の管理

行為その他の行為で政令で定めるもの、及び非常災害のため必要な応急処置として行う行

為についてはこの限りではない。 

１．雨水貯留浸透施設の全部又は一部の埋立て 
２．雨水貯留浸透施設（建築物等に設置されているものを除く。）の敷地である土地の

区域における建築物等の新築、改築又は増築 
３．雨水貯留浸透施設が設置されている建築物等の改築又は除却（雨水貯留浸透施設に

係る部分に関するものに限る。） 
４．前三号に掲げるもののほか、雨水貯留浸透施設が有する雨水を一時的に貯留し、又

は地下に浸透させる機能を阻害するおそれのある行為で政令で定めるもの 
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図 6-23 雨水貯留浸透施設機能阻害行為許可申請(協議)書 
別記様式第六（第十九条関係） 
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9.2 許可申請時に必要となる図面（省令第 18 条） 

許可申請に必要となる図面は下表のとおりである。なお、作成する際には、前

述を参照すること。 

 

表 6-6 許可申請時に必要となる図面 

図面の種類 明示すべき事項 縮尺 備考 
雨水貯留浸

透施設の位

置図 

雨水貯留浸透施設の位置及

び集水区域 
2,500 分の１以上  

雨水貯留浸

透施設の現

況図 

雨水貯留浸透施設の形状 2,500 分の１以上 平面図､縦断面図及び

横断面図により示すこ

と。 
雨水貯留浸透施設の構造の

詳細 
2,500 分の１以上 流入口及び放流口の構

造を含むものであるこ

と。 
雨水貯留浸

透施設の機

能を阻害す

るおそれの

ある行為の

計画図 

当該行為により設置される

施設の形状 
2,500 分の１以上 平面図､縦断面図及び

横断面図により示すこ

と。 
当該行為により設置される

施設の構造の詳細 
500 分の１以上  

保全工事の

計画図 
保全工事に係る施設の形状 2,500 分の１以上 平面図､縦断面図及び

横断面図により示すこ

と。 
保全工事に係る施設の構造

の詳細 
500 分の１以上 流入口及び放流口の構

造を含むものであるこ

と。 
 
 
9.3 工事完了の検査等 

対策工事完了に伴って行う検査については、前述を参照し、同様に行うものとす

る。 
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